
　

日
本
共
産
党
は
２２
年
７
月
の
参
院
選

で
、「『
力
』
に
よ
る
現
状
変
更
を
迫
る
中

国
や
北
朝
鮮
の
軍
事
挑
発
な
ど
“
き
な
臭

い
”
動
き
で
、
国
民
が
不
安
を
募
ら
せ
て

い
る
の
は
事
実
」
と
し
、「
急
迫
不
正
の

主
権
侵
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
用
い
て
私
た
ち
は
こ
れ
を
排
除

す
る
。
自
衛
隊
も
含
め
て
や
っ
て
い
く
」

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
）
と
宣
伝
し
た
。

革
新
政
党
が
自
公
政
権
と
マ
ス
コ
ミ
の
刷

り
込
み
に
同
調
し
、“
国
防
意
識
”
を
高

め
る
の
に
、
日
本
国
憲
法
の
非
武
装
中
立

主
義
を
支
持
す
る
私
は
ゾ
ッ
と
し
た
。

　
立
憲
民
主
党
の
幹
部
も
「
我
々
も
防
衛

力
の
強
化
に
は
賛
成
だ
」
と
述
べ
、
テ
レ

ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
「
米
韓
日
連
携

は
重
要
」
と
口
を
揃
え
る
。
米
欧
の
ア
ジ

ア
に
お
け
る
軍
事
的
脅
威
、
日
本
の
軍
事

化
は
批
判
さ
れ
な
い
。

　
私
は
３
月
２１
日
、
国
立
競
技
場
で
行
わ

れ
た
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ア
ジ
ア
２
次
予
選
の

日
朝
戦
を
取
材
し
た
。
こ
の
試
合
後
、
２６

日
に
平
壌
で
開
催
予
定
だ
っ
た
第
２
戦
の

中
止
情
報
が
流
れ
た
。
朝
鮮
は
日
本
で
劇

症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
の
感
染

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
自

国
開
催
を
取
り
止
め
た
。
国
際
サ
ッ
カ
ー

連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
は
３
月
３０
日
、「
試

合
は
０
‒
３
で
朝
鮮
側
の
敗
戦
と
し
て
没

収
す
る
」
と
決
め
た
。

　

タ
レ
ン
ト
の
関
口
宏
氏
は
3
月
31
日
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」で
、

「
日
本
に
と
っ
て
は
結
果
的
に
よ
か
っ
た

が
、
北
朝
鮮
っ
て
な
ん
で
こ
う
い
う
こ
と

す
る
の
か
ね
」
と
質
問
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
青
木
理お

さ
む

氏
（
元
共
同
通
信
ソ
ウ
ル

記
者
）
は
「
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
。
た

だ
、
日
本
に
対
し
て
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
の

が
背
景
に
あ
る
の
か
。
で
も
、
よ
く
分
か

ら
な
い
」
と
笑
っ
て
答
え
た
。
関
口
氏
は

「
自
国
へ
呼
ん
で
負
け
た
ら
と
ん
で
も
な

い
こ
と
に
な
る
か
ら
か
。
そ
ん
な
こ
と
ま

で
考
え
て
な
い
や
ね
」
と
朝
鮮
の
姿
勢
に

疑
問
を
呈
し
た
。
３６
年
半
、
番
組
の
司
会

を
務
め
た
関
口
氏
は
こ
の
日
が
ラ
ス
ト
出

演
だ
っ
た
が
、
朝
鮮
に
対
し
偏
見
に
満
ち

た
発
言
だ
っ
た
。

　
関
口
氏
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
、
中
朝
両
国
が
徹

底
的
に
嫌
い
の
よ
う
だ
。
視
聴
者
の
中
に

百
万
単
位
の
在
日
朝
鮮
人
・
中
国
人
が
い

る
こ
と
を
忘
却
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
な

ど
は
「
北
朝
鮮
」
と
絶
対
に
呼
ば
な
い
。

競
技
場
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
も
「
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
、選
手
の
交
代
で
す
」

と
言
う
。
森
保
一
監
督
も
「
Ｄ
Ｐ
Ｒ
コ
リ

ア
」と
表
現
す
る
。
青
木
氏
ら
が「
北
」「
北

朝
鮮
」
と
呼
ぶ
の
が
間
違
っ
て
い
る
。

　
私
は
２
月
２８
日
、
女
子
代
表
の
日
朝
戦

も
取
材
し
た
。
月
刊
「
紙
の
爆
弾
」
５
月

号
に
詳
し
く
書
い
た
が
、
両
試
合
は
と
も

に
好
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。
試
合
後
、
日
本
代

表
が
応
援
席
の
前
に
来
た
時
、
勝
利
を
称

え
敬
意
を
表
し
て
い
た
。

　
岸
田
文
雄
首
相
は
「
金キ

ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
朝
鮮
労
働

党
総
書
記
と
の
会
談
が
重
要
で
、
私
直
轄

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
協
議
を
進
め
る
」
と
明

言
し
て
お
り
、
政
府
に
は
、
平
壌
で
の
１３

年
ぶ
り
の
日
朝
戦
で
政
府
高
官
ら
約
３０
人

を
随
行
さ
せ
て
日
朝
会
談
の
糸
口
を
見
出

そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
総
書
記
の

妹
で
あ
る
金キ

ム
ヨ
ジ
ョ
ン

与
正
朝
鮮
労
働
党
副
部
長
も

日
本
側
か
ら
接
触
が
あ
っ
た
と
表
明
し
て

い
た
。
第
二
戦
の
中
止
は
残
念
だ
。

　
中
朝
が
日
本
を
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
は

な
い
。
米
国
が
中
朝
に
侵
略
戦
争
を
仕
掛

け
た
場
合
だ
け
、
日
本
は
標
的
に
な
る
。

今
も
続
く
朝
鮮
戦
争
を
終
結
さ
せ
、
日
朝

国
交
正
常
化
を
実
現
し
、
日
韓
両
国
か
ら

米
軍
を
撤
退
さ
せ
、
日
米
安
保
条
約
を
日

米
平
和
条
約
に
変
え
る
こ
と
が
、
最
も
現

実
的
な
防
衛
政
策
で
あ
る
。
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